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の 少額のお歳暮は交際費になるの？

Q :当社では以前から、得意先などへのお
中元やお歳暮の費用を交際費として処理して

きましたが、単価が3千円以下の少額物品は

交際費にならないらしいということを同業者

から聞きました。これは本当ですか。

A :お中元やお歳暮ということであれば、

少額であっても交際費等に該当します。

【解説】

交際費等とは、交際費、接待費、機密費そ

の他の費用で、法人が、その得意先、仕入先

その他事業に関係のある者等に対する接待、

供応、慰安、贈答その他これらに類する行為

のために支出するものをいいます。お中元や

お歳暮は、贈答のための支出ですから、交際

費等に該当します。

ところで、売上割戻しと同一の基準によっ

て、金銭のかわりに事業用資産または少額(購

入単価がおおむね3千円以下）の物品を交付

した場合には、交際費等には該当しないもの

とされています。しかし、ご質間のようにお

中元やお歳暮ということであれば、売上割戻

しと同一の基準によって交付しているという

ものではありませんから、交際費等に該当す

ることになります。

なお、カレンダー、手帳、扇子、うちわ 、

手ぬぐいその他これらに類する物品（多数の

者に配布することを目的とし主として広告宣

伝的効果を意図する物品でその価額が少額で

あるもの）は交際費等にならないものとされ

ていますので、このようなものをお中元やお

歳暮のかわりとするのも一つの方法です。


